
2013年11月の発足から3ヶ月が経過し、現在農業女子メンバーは61名（2014年
2月4日現在）。企業との【個別プロジェクト】の動きも更に活発化しています。
また【農業女子プロジェクトfacebook】や【農業女子プロジェクトサポーターズ】など

新しい取組も始まりました。
今回は、その中から

・【農業女子Ｂｅａｕｔｙプロジェクト】 （株式会社コーセー）
・【フィールドウェア開発プロジェクト】 （株式会社モンベル）
・予告！【農業女子的Healthy Valentine】（株式会社東急ハンズ）
・【農業女子プロジェクトfacebook】
・【農業女子プロジェクトサポーターズ】
の取組についてご紹介します。
個別プロジェクトへの活動についての取材も対応しております。各企業の担当者も

しくは事務局（農林水産省経営局就農・女性課）にお問い合わせください。

【農業女子Ｂｅａｕｔｙプロジェクト】 （株式会社コーセー）
日焼けや乾燥、汗など農業女子を取り巻く環境は、非常に過酷なものです。だからと

いって、‘美’をあきらめたくないのが農業女子。コーセーと取り組む【農業女子Ｂｅａｕｔｙプ
ロジェクト】では、機能と気持ちの両方をバックアップするための化粧品をキットとして提供
し、使用感や改善案などをフィードバックしてもらうことで、今後の商品開発や改善の企画
に活かす取り組みが進められます。
コーセーのプロジェクト担当者が女子たちの悩みや希望を聞き取り厳選したアイテムた

ち。使用にあたっての‘ワンポイントアドバイス’も一緒に農業女子に届けられました。‘美し
すぎる農業女子’が全国で増えること、楽しみですね。

〔農業女子プロジェクトレター＃2〕
機能もおしゃれも両方実現！を目指す

‘農業女子Ｂｅａｕｔｙプロジェクト’‘フィールドウェア開発’個別プロジェクト進行中！
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【フィールドウェア開発プロジェクト】 （株式会社モンベル）
快適でファッショナブルなウエア開発を行い、農業で活躍する女性達を支援す

る本プロジェクト。１月8日（水）「mont-bell2014秋冬展示受注会」の会場にて、
第1回ミーティングが行われました。今春デビューする農作業用に開発された
ウェアについて企画担当者から説明を受けた女子メンバーからは、活発な質問
や意見が出されました。また広い会場で実際に商品を見て回りながらウェアに対
する日頃の悩みを女子たちが相談すると、それに応えるアイテム紹介や目から
鱗のお手入れ方法など、ウェアの専門家ならではの様々なアドバイスがなされま
した。今後、農業女子メンバーがフィールドウェアをモニター使用し、気づきやア
イデア等を製品にフィードバックしてプロジェクトを進めていきます。

予告！
【農業女子的 Healtｈy Valentineプロジェクト】 （株式会社東急ハンズ）
‘バレンタインにはヘルシーな野菜を贈ろう！’～今年農業女子が、新しいバレンタイ

ンの提案を行います！提案者は千葉県でキュウリをつくっている平野さん。コラボ相手
は、様々なシーンで新たな切り口の提案を発信し続けている東急ハンズ。
2月11日(火)13時～東急ハンズ新宿店で、平野さんがバレンタインに使えるヘル

シーなレシピと共にハート型キュウリを直接販売いたします。農業女子の新しい提案に
是非ご注目ください。
※当日は本数限定の販売となります。



【問い合わせ先】

農林水産省 経営局 就農・女性課

農業女子プロジェクト事務局

ダイヤルイン：03-3502-6600

E-mail： team-jyosei@nm.maff.go.jp

（担当：勝又、有冨）

【農業女子プロジェクトｆａｃｅｂｏｏｋ スタート】
「農業女子プロジェクト」の取組や関連情報を発信するfacebookがスタート。プロジェクトに参加

する農業女子メンバー、参加企業、農林水産省が協力して、個別プロジェクトの進捗状況や、
農業女子プロデュースのイベント情報、農業女子の知恵やアイディアなどをお届けします。
農業女子の日頃の生活や知恵について出題する【農業女子検定】、農業女子のとっておきの

美味をご紹介する【農業女子的秘密の美味】など、農業女子的情報も盛りだくさん！！
農業の現場で活躍する女性の姿とともに、明るく、楽しく、役に立つ情報を発信していきます。

【農業女子プロジェクトサポーターズ募集開始！】
プロジェクトの一層の認知度向上や活性化を図ることを目的に、昨年１２月２５日から、プロジェ

クトの応援・ＰＲなどにご協力頂く「農業女子プロジェクトサポーターズ」の募集を開始しました。
現在、開始１ヶ月ですが、野菜ソムリエやフリーアナウンサーの方、あるいは企業など多種多

様な総勢40名余りの方々がサポーターズに参加しています。
サポーターズは現在も募集中です。老若男女、個人や法人を問わず、メディア関係の方も参

加可能です。詳しくは、農業女子プロジェクトホームページ
（http://www.maff.go.jp/j/keiei/nougyoujoshi/）「農業女子プロジェクトサポーターズの募集
について」をご覧下さい。


